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《
会
員
著
書
紹
介
》

高
倉
一
紀
・
菱
岡
憲
司
・
龍
泉
寺
由
佳　

編

神
道
資
料
叢
刊
十
四
『
小
津
久
足
紀
行
集
（
三
）』

本
書
は
、
小
津
久
足
（
号
桂
窓
、
一
八
〇
四
～
一
八
五
八
）
の
紀
行

文
を
紹
介
す
る
『
小
津
久
足
紀
行
集
』
の
第
三
巻
で
あ
る
。
本
書
の
構

成
は
以
下
の
通
り
。

解
題

凡
例

本
文さ

く
ら
か
さ
ね
日
記

花
衣
日
記

秋
錦
日
記

小
津
久
足
は
伊
勢
松
坂
の
豪
商
小
津
新
右
衛
門
友
能
の
三
男
と
し
て

誕
生
す
る
。
通
称
新
蔵
、
後
に
与
右
衛
門
、
号
桂
窓
。
小
津
家
は
江
戸

店
持
ち
の
伊
勢
商
人
で
、
屋
号
は
湯
浅
屋
で
あ
っ
た
。
久
足
は
、
文
政

五
年
に
家
督
を
相
続
し
湯
浅
屋
五
代
目
の
主
人
と
な
る
。
商
人
と
し
て

商
い
を
生
業
と
す
る
一
方
で
、
久
足
に
は
文
芸
や
学
問
、
旅
に
遊
ぶ
風

流
人
・
趣
味
人
と
し
て
の
一
面
も
あ
っ
た
。
文
化
十
四
年
、
十
四
歳
に

し
て
本
居
春
庭
に
入
門
し
国
学
を
学
び
、
ま
た
読
本
作
家
で
あ
る
曲
亭

馬
琴
と
交
流
を
密
に
し
て
馬
琴
の
良
き
支
援
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
松
坂
百
足
町
の
本
宅
に
設
け
た
西
荘

文
庫
に
は
夥
し
い
数
の
蔵
書
が
あ
る
。
加
え
て
、
久
足
は
生
涯
旅
を
楽

し
み
と
し
て
お
り
、
各
地
の
名
所
・
旧
跡
を
巡
り
多
く
の
紀
行
文
を
残

し
た
。
本
紀
行
集
は
生
涯
に
渡
っ
て
書
き
続
け
ら
れ
た
久
足
の
紀
行
文

を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
国
学
や
馬
琴
と
の
向
き
合
い
方
、
そ
の

変
化
ま
で
を
も
見
通
し
、
近
世
学
芸
史
研
究
に
お
け
る
新
た
な
地
平
開

拓
の
一
助
た
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
久
足
は
湯
浅
屋
五
代
目
主
人
と
い
う
商
人
と
し
て

の
一
面
と
、
風
流
人
・
趣
味
人
と
し
て
の
一
面
と
い
う
二
つ
の
顔
を
持
っ

て
い
た
。
彼
が
子
孫
の
た
め
に
書
き
記
し
た
と
い
う
教
訓
書
『
非
な
る

べ
し
』
や
『
家
の
昔
か
た
り
』
を
見
る
と
、
商
人
久
足
の
冷
徹
な
現
実

主
義
ぶ
り
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。「
商
人
の
趣
意
」「
町
人
の
本
意
」
と

し
て
、
家
産
の
維
持
を
何
よ
り
重
視
し
た
彼
の
現
実
主
義
は
、
当
時
の

道
徳
規
範
や
社
会
通
念
と
の
対
立
さ
え
も
厭
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
商
人
の
趣
味
的
風
流
を
否
定
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、「
遊

芸
は
、
何
に
て
も
こ
の
む
も
の
は
な
す
べ
し
」
と
も
言
う
。
た
だ
、
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
自
の
好
キ
は
癖
と
み
て
、
他
に
お
よ

ぼ
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
戒
め
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
の
紀
行
文
も
ま

た
「
他
に
お
よ
ぼ
す
こ
と
」
＝
他
者
へ
の
影
響
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、

不
特
定
多
数
の
繙
読
が
前
提
と
な
る
板
行
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。本

書
所
収
の
『
桜
重
日
記
』（
天
保
十
四
年
）
巻
末
に
は
、
長
い
張
紙
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の
貼
付
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
久
足
の
紀
行
文
執
筆
へ
の
ス
タ
ン
ス
を
伺

う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、「
解
題
」
に
お
い
て
は
決
し
て
多
く
は
な

か
っ
た
久
足
紀
行
文
の
読
者
が
示
さ
れ
る
。
本
書
を
通
し
て
久
足
の
紀

行
文
そ
れ
自
体
に
加
え
て
、
彼
の
周
辺
に
い
た
人
物
を
含
ん
だ
文
化
的

営
為
に
関
す
る
様
々
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
九
年
三
月　

皇
學
館
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所　

Ａ
５
判　

一
七
六
頁
）

大
庭
卓
也　

著

『
江
戸
人
、
唐
詩
選
に
遊
ぶ
』

本
書
は
、
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
に
お
い
て
催
さ
れ
た
、
御
井
図

書
館
貴
重
資
料
企
画
展
「
江
戸
人
、『
唐
詩
選
』
に
遊
ぶ
」
の
図
録
で
あ

る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。（
コ
ラ
ム
は
割
愛
し
た
）

ご
あ
い
さ
つ

プ
ロ
ロ
ー
グ

 

〈
図
版
〉

第
一
章　

江
戸
に
『
唐
詩
選
』
が
出
版
さ
る　

―
原
姿
の
復
元
―

第
二
章　

江
戸
人
が
著
し
た
注
釈
書
た
ち　

―
江
戸
語
に
訳
さ
れ
る

『
唐
詩
選
』
―

第
三
章　

絵
本
に
す
る
試
み　

―
中
国
で
も
実
現
し
な
か
っ
た
快
挙
―

第
四
章　
『
唐
詩
選
』
の
あ
る
生
活　

―
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
―

第
五
章　

明
治
人
も
、
大
い
に
遊
ぶ　

―
現
代
へ
の
連
続
―

参
考
図
版

 

〈
特
論
・
資
料
〉

和
刻
『
唐
詩
選
』
出
版
の
盛
況　

翻
字
・『
唐
詩
選
画
本
』
初
編

参
考
文
献

出
品
・
参
考
図
版
目
録

久
留
米
大
学
は
文
学
部
創
立
二
十
五
周
年
を
記
念
し
、
御
井
図
書
館

に
お
い
て
平
成
二
十
八
年
七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
特
別
企
画
展
第
一

期
「
江
戸
人
、『
唐
詩
選
』
に
遊
ぶ
」
を
催
し
、
江
戸
時
代
に
お
け
る

『
唐
詩
選
』
受
容
の
諸
相
を
御
井
図
書
館
収
蔵
資
料
を
中
心
に
た
ど
り
紹

介
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
企
画
展
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
す
る
た
め
に

編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
唐
詩
選
』
は
、
明
の
李
攀
龍
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
唐
代
の
漢
詩
選

集
で
あ
る
が
、
中
国
で
は
早
く
李
攀
龍
の
名
声
を
か
り
た
「
偽
撰
」
と

さ
れ
、
重
視
さ
れ
ず
に
な
る
。
し
か
し
、
江
戸
の
知
識
人
た
ち
は
、
こ

の
書
を
中
国
最
新
の
唐
詩
鑑
賞
書
と
し
て
注
目
し
、
荻
生
徂
徠
は
漢
詩

を
作
る
と
き
の
手
本
集
と
し
て
、『
唐
詩
選
』
を
第
一
に
推
薦
し
た
。
徂

徠
学
の
全
国
的
な
流
行
に
よ
り
、『
唐
詩
選
』
の
読
者
は
一
気
に
増
加

し
、
江
戸
時
代
後
期
に
『
唐
詩
選
』
偽
撰
説
が
周
知
さ
れ
た
の
ち
も
そ

の
人
気
は
衰
え
る
こ
と
は
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
今
回
、
本
書
の
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す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
一
部
を
取
り
上
げ

る
こ
と
と
し
た
い
。

〈
図
版
〉
第
二
章
で
は
、
江
戸
人
に
よ
る
『
唐
詩
選
』
の
注
釈
書
と
し

て
、『
唐
詩
選
掌
故
』『
唐
詩
選
国
字
解
』『
唐
詩
選
広
解
』
が
紹
介
さ
れ

る
。
服
部
南
郭
の
没
後
、
徂
徠
学
派
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
数
多
く

の
『
唐
詩
選
』
の
注
釈
書
が
著
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
邦
人
に
よ
る
注
釈

書
の
数
々
は
、『
唐
詩
選
』
の
読
者
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
お
り
、
特
に
、
誰
も
が
読
め
る
国
字
訳
書
の
出
現
は
、
漢
詩
の
知
識

に
乏
し
い
人
々
も
ま
で
が
、『
唐
詩
選
』
に
注
目
し
始
め
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

続
い
て
第
四
章
は
、
様
々
に
楽
し
ま
れ
た
『
唐
詩
選
』
が
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
大
田
南
畝
が
『
唐
詩
選
』
と
そ
の
注
釈

書
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
、
大
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
『
通
詩
選
笑
知
』、
能

書
家
沢
田
東
江
が
『
唐
詩
選
』
巻
六
を
ま
る
ご
と
草
体
で
書
い
た
『
東

江
先
生
書
唐
詩
選
』、
そ
し
て
、
嵩
山
房
が
遊
戯
の
具
と
し
て
商
品
化
し

た
『
唐
詩
選
か
る
た 

五
言
絶
句
』
等
が
紹
介
さ
れ
る
。

そ
し
て
、〈
特
論
〉
大
庭
卓
也
「
和
刻
『
唐
詩
選
』
出
版
の
盛
況
」
で

は
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
唐
詩
選
』
の
諸
版
の
数
に
つ
い
て
、

ま
た
、
そ
れ
ら
の
特
色
と
普
及
の
様
相
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
こ
の

論
考
に
よ
り
、
江
戸
人
が
享
受
し
た
『
唐
詩
選
』
の
実
態
が
よ
り
明
ら

か
な
も
の
と
な
っ
た
。

本
書
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
多
様
な
『
唐
詩
選
』
を
楽
し

み
味
わ
う
こ
と
で
、
読
者
は
さ
ら
に
そ
の
豊
饒
な
世
界
へ
と
惹
き
込
ま

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
平
成
二
十
九
年
三
月　

久
留
米
大
学
文
学
部　

Ａ
４
判　

一
二
九
頁
）

後
藤
康
文　

著

『
堤
中
納
言
物
語
の
真
相
』

本
書
は
、
平
安
時
代
以
降
成
立
の
短
編
物
語
集
で
あ
る
『
堤
中
納
言

物
語
』
の
読
解
に
つ
い
て
、
既
存
の
注
釈
書
に
拠
ら
な
い
徹
底
し
た
本

文
批
判
と
厳
密
な
本
文
解
釈
を
進
め
る
こ
と
で
、
本
作
品
の
革
新
的
な

読
み
の
可
能
性
を
提
言
す
る
論
文
集
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の

通
り
。

凡
例

ま
え
が
き

１　
『
こ
の
つ
い
で
』
試
論
―
第
二
話
の
読
解
を
手
が
か
り
と
し
て
―

２　
『
こ
の
つ
い
で
』
篇
名
由
来
考

３　

観
音
霊
験
譚
と
し
て
の
『
貝
あ
は
せ
』
―
観
音
の
化
身
、
そ
し

て
亡
き
母
と
な
っ
た
男
―

４　
『
ほ
ど
ほ
ど
の
懸
想
』
試
論
―
頭
中
将
は
後
悔
し
た
か
―

５　

幻
惑
装
置
と
し
て
の
現
存
本
文
―
『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』

復
元
―
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６　
『
思
は
ぬ
方
に
と
ま
り
す
る
少
将
』
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

７　
『
は
な
だ
の
女
御
』
の
〈
跋
文
〉
を
考
え
る
―
『
堤
中
納
言
物

語
』
の
本
文
批
判
と
解
釈
―

８　
『
堤
中
納
言
物
語
』
書
名
試
論

初
出
一
覧

関
連
論
文
一
覧

あ
と
が
き

中
古
文
学
作
品
に
共
通
す
る
問
題
と
し
て
、
本
文
の
書
写
年
代
が
近

世
を
遡
ら
な
い
た
め
、
誤
写
・
脱
字
の
可
能
性
を
大
い
に
孕
ん
で
お
り
、

読
解
の
困
難
さ
は
極
め
て
高
い
。
短
編
と
い
う
形
式
の
取
っ
付
き
や
す

さ
ゆ
え
に
、
そ
の
よ
う
な
問
題
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
『
堤
中
納

言
』
の
本
文
は
、
数
多
の
注
釈
書
が
編
ま
れ
て
い
る
現
在
で
も
い
ま
だ

信
頼
に
足
る
テ
キ
ス
ト
は
存
在
し
な
い
。

筆
者
は
そ
の
よ
う
な
『
堤
中
納
言
』
研
究
の
現
状
に
危
機
意
識
を
も

ち
、
冒
険
的
で
あ
り
つ
つ
も
堅
実
な
注
釈
姿
勢
を
も
っ
て
、
本
文
批
判

を
お
こ
な
う
。『
こ
の
つ
い
で
』
の
論
考
で
は
、
作
中
和
歌
に
こ
れ
ま
で

に
な
い
掛
詞
の
存
在
を
指
摘
し
、
篇
名
を
「
子
の
つ
い
で
」
と
捉
え
る

こ
と
で
本
篇
を
「
子
を
契
機
と
し
て
展
開
す
る
物
語
」
で
あ
る
と
解
く
。

『
ほ
ど
ほ
ど
の
懸
想
』
に
関
す
る
論
述
は
、
物
語
末
尾
の
一
文
を
大
胆
に

改
訂
す
る
こ
と
で
、
従
来
〝
薫
型
〟
主
人
公
と
し
て
厭
世
的
性
格
だ
と

論
じ
ら
れ
て
き
た
頭
中
将
の
性
格
を
一
転
さ
せ
、
姫
君
に
「
懸
想
」
す

る
男
性
主
人
公
像
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
る
。

本
書
は
『
堤
中
納
言
』
の
読
解
に
新
た
な
視
座
を
提
供
し
、
ま
た
適

格
な
本
文
批
判
研
究
の
指
標
と
な
る
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
二
〇
一
七
年
四
月　

武
蔵
野
書
院　

四
六
判　

二
四
八
頁　

三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

木
越　

治　

責
任
編
集
・
飯
倉
洋
一　

校
訂
代
表

江
戸
怪
談
文
芸
名
作
選　

第
二
巻 

『
前
期
読
本
怪
談
集
』

本
書
は
、
江
戸
時
代
の
怪
異
・
怪
談
話
を
集
め
た
江
戸
怪
談
文
芸
名

作
選
の
う
ち
、
第
二
巻
に
あ
た
る
も
の
で
、
前
期
読
本
を
扱
っ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

垣
根
草

新
斎
夜
語

続
新
斎
夜
語

唐
土
の
吉
野

解
説
―
飯
倉
洋
一
・
有
澤
知
世
・
篗
田
将
樹

そ
も
そ
も
読
本
と
は
、
作
品
中
に
描
か
れ
た
絵
を
中
心
に
〈
見
て
〉

楽
し
む
絵
本
に
対
し
、
文
章
を
中
心
に
〈
読
ん
で
〉
楽
し
む
本
の
こ
と

を
総
称
し
て
言
う
。
と
り
わ
け
、
文
学
用
語
と
し
て
読
本
と
言
う
場
合
、
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十
八
世
紀
半
ば
か
ら
幕
末
に
か
け
て
興
隆
し
た
小
説
様
式
を
指
し
、
例

え
ば
上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
や
曲
亭
馬
琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

な
ど
が
現
在
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
小
説
か
ら
の
影

響
を
強
く
受
け
、
怪
異
性
や
伝
奇
性
の
濃
い
こ
と
な
ど
が
そ
の
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
文
学
用
語
と
し
て
の
読
本
は
、
前
期
読
本
と
後
期
読
本
に
二
分

さ
れ
る
。
本
書
に
収
め
ら
れ
る
前
期
読
本
と
は
、
寛
延
（
一
七
四
八
～

一
七
五
一
）
か
ら
寛
政
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
の
約
五
十
年
間
に

か
け
て
、
主
に
上
方
を
中
心
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
複
数
の
短
編
か

ら
一
作
品
の
成
る
こ
と
が
多
い
。

本
書
所
収
の
作
品
は
、
草
官
散
人
著
『
垣
根
草
』、
梅
朧
館
主
人
（
三

橋
成
烈
）
著
『
新
斎
夜
語
』『
続
新
斎
夜
語
』、
前
川
来
太
（
伊
丹
屋
善

兵
衛
）
著
『
唐
土
の
吉
野
』
の
四
篇
で
あ
る
。

『
垣
根
草
』
は
、
近
年
、
都
賀
庭
鐘
作
者
説
が
再
浮
上
し
て
お
り
、
今

後
の
発
展
が
俟
た
れ
る
作
品
で
あ
り
、『
新
斎
夜
語
』『
続
新
斎
夜
語
』

は
、
知
的
な
議
論
の
応
酬
が
話
の
展
開
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
で
、『
雨

月
物
語
』
所
収
の
「
白
峯
」「
仏
法
僧
」「
貧
福
論
」
と
い
っ
た
同
時
代

の
読
本
作
品
、
あ
る
い
は
談
義
本
と
の
関
係
の
上
で
論
じ
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、『
唐
土
の
吉
野
』
は
、
浮
世
草
子
に
属
す
る
作
品
の
一
編
を
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
の
形
で
本
作
品
中
に
典
拠
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
浮
世
草
子
や
前
期
読
本
と
い
っ
た
現
行
文
学
史
の
ジ
ャ
ン
ル
区
分

を
考
え
直
す
際
の
ヒ
ン
ト
と
な
ろ
う
。

本
書
巻
末
の
解
説
に
お
い
て
は
、
各
収
録
作
品
に
つ
い
て
「
１　

作

者
」「
２　

書
誌
」「
３　

内
容
」「
４　

参
考
文
献
」
が
要
領
よ
く
記
さ

れ
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
平
成
二
十
九
年
七
月　

国
書
刊
行
会　

四
六
判　

四
〇
〇
頁　

五
、四
〇
〇
円
＋
税
）


